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２
月
１
１
日
博
多
に
お
い
て
、
国
労

九
州
本
部
拡
大
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

鹿
児
島
地
区
本
部
か
ら
、
委
員
で
丸
山

執
行
委
員
、
地
区
本
部
代
表
で
原
村
委

員
長
・
黒
木
副
委
員
長
・
千
代
森
書
記

長
・
川
崎
執
行
委
員
、
車
掌
協
議
会
代

表
で
西
原
執
行
委
員
、
宮
崎
分
会
か
ら

下
永
書
記
長
が
参
加
し
、
今
後
の
取
組

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

講師の平塚秀明氏

集約する千々岩書記長

講
演
会
は
「
労
働
者
の
賃

金
と
配
偶
者
控
除
」
「
Ｊ
Ｒ

九
州
の
第
３
四
半
期
決
算
」

に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

概
要
は

・

政
府
は
税
制
改
正
大
綱

で
、
配
偶
者
の
年
収
制
限

を
１
５
０
万
に
引
き
上
げ

る
と
言
っ
て
い
る
が
、
内

容
は
、
減
税
と
言
い
つ
つ

１
１
２
０
万
以
上
は
増
税

と
な
る
。

一
方
で
は
、
給
与
所
得

控
除
や
公
的
年
金
控
除
を

縮
小
す
る
と
な
っ
て
い
る

ま
た
、
１
５
０
万
に
な
る

と
、
現
制
度(

１
０
６
万
円
以

上
）
で
は
社
会
保
険
料
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
額
に
よ
り

減
収
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

・

春
闘
に
お
け
る
闘
い
は
、
年

収
ベ
ー
ス
と
ベ
ア
の
獲
得
の
闘

い
が
焦
点
と
な
る
。

・

減
損
損
失
に
つ
い
て
の
内
容

に
つ
い
て
。
特
例
措
置
等
の
問

題
に
つ
い
て

委
員
会
は
内
田
副
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
資
格
審
査
後
に
委
員
会

成
立
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

北
九
州
地
区
本
部
の
原
田
委
員
を

議
長
に
選
出
し
議
事
を
進
行
し
た
。

は
じ
め
に
、
真
子
九
州
本
部
委
員

長
か
ら
「
安
倍
首
相
の
憲
法
改
正
発

議
の
発
言
に
危
機
感
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
２
０
１
７
春
闘
大
幅

賃
上
げ
と
と
も
に
、
憲
法
を
守
り
、

人
と
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
求
め

て
闘
っ
て
行
く
。
安
全
・
安
定
輸
送

の
確
立
に
向
け
、
無
人
化
で
地
域
が

活
性
化
で
き
る
か
、
地
域
住
民
に
と

っ
て
、
便
利
で
利
用
し
や
す
い
ダ
イ

ヤ
を
作
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

公
共
交
通
と
し
て
の
地
方
ロ
ー

カ
ル
線
の
維
持
を
図
る
。
組
織
拡

大
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

職
場
で
は
、
不
平
・
不
満
が
高

ま
っ
て
い
る
。
も
う
一
度
踏
み
込

ん
だ
取
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

（
概
略
）
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

続
い
て
、
国
労
本
部
坂
口
委
員

長
か
ら
「
世
界
は
排
外
主
義
が
広

が
っ
て
い
る
。
新
自
由
主
義
の
反

動
か
。
通
常
国
会
で
は
「
働
き
方

改
革
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
解

雇
自
由
の
危
険
性
を
注
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｒ
３
０
年
分
割
・
民
営
化
の

矛
盾
が
出
て
き
て
い

る
人
員
削
減
で
は
安

全
は
守
れ
な
い
。
利

用
者
に
訴
え
る
運
動

を
作
ろ
う
。

指
示
待
指
ち
を
克

服
し
職
場
か
ら
運
動
を
進
め
地
域

に
出
て
活
動
す
る
こ
と
が
大
事
に

な
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
分
会
機
能

を
強
化
し
、
組
織
拡
大
に
つ
な
げ

る
、
統
一
し
た
運
動
を
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。
（
概
略
）
」
と
問

題
提
起
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
千
々
岩
書
記
長
か

ら
の
当
面
の
闘
争
方
針
案
、
古
賀

業
務
部
長
の
協
定
・
協
約
の
承
認

に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、
各
地

区
本
部
の
委
員
会
ら
質
疑
を
う
け

千
々
岩
書
記
長
の
集
約
後
、
真

子
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
し
た
。

を
開
催
し
、
年
休
含
め
５
０
項

目
の
申
１
号
を
行
っ
た

交
渉
で
１
部
区
間
「
全
車
」
扱

い
を
勝
ち
取
っ
た

・
牡
蠣
焼
会
を
２
５
名
で
開
催.

・
国
労
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
長
崎
駅
前

で
ビ
ラ
配
布
、
街
宣
を
行
っ
た

●
博
多

原
田
委
員

・
新
幹
線
ホ
ー
ム
要
員
廃
止
で
希

望
調
書
を
と
ら
れ
た

希
望
が
か
な
う
か
不
安
が
出
て

い
る
。
Ｐ
Ｓ
住
宅
手
当
が
無
く

転
勤
は
難
し
い
と
言
っ
て
い
る

・
嘱
託
社
員
、
仕
事
内
容
は
一
緒

賃
金
ア
ッ
プ
が
無
理
な
ら
休
日

の
増
加
を

●
佐
賀

俵
委
員

・
伊
藤
氏
が
当
選
し
た
。
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

・
保
線
検
査
項
目
が
多
く
、
今
の

ま
ま
で
は
安
全
が
守
れ
な
く
な

る
。
要
員
増
の
実
現
を

●
北
九
州

畠
山
委
員

・
外
注
化
で
本
体
の
技
術
力
低
下

が
問
題
で
あ
る
。

・
外
注
も
仕
事
が
多
く
対
応
が
出

来
な
く
な
っ
て
い
て
危
険
な
状

況
。
協
議
会
で
要
求
を
作
り
会

社
に
あ
げ
た
い

●
博
多

高
橋
委
員

・
今
回
の
交
渉
で
、
筑
前
前
原
駅

の
ド
ア
開
け
を
無
く
す
こ
と
が

で
き
た

・
６
０
歳
以
上
の
労
働
条
件
の
改

善
を
進
め
て
も
ら
い
た
い

・
会
社
へ
意
見
を
通
ら
せ
る
た
め

に
組
織
拡
大
を
進
め
た
い

●
長
崎

神
近
委
員

・
ダ
イ
ヤ
改
正
要
求
、
職
場
集
会



鹿
児
島
の
丸
山
で
す
。
私
か
ら
は
、
平
成

２
９
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
、
特
に
４
両
特

急
ワ
ン
マ
ン
導
入
に
つ
い
て
、
報
告
と
要

望
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
の
１
２
月
２
日
の
テ
レ
ビ
報
道
、

県
議
会
で
の
質
問
を
受
け
、
宮
崎
県
が
Ｊ

Ｒ
九
州
に
対
し
て
陳
情
を
行
い
、
ま
た
、

新
聞
報
道
で
も
Ｊ
Ｒ
特
集
で
「
特
急
４
両

ワ
ン
マ
ン
導
入
」
を
取
り
上
げ
た
。
利
用

者
や
県
民
か
ら
不
安
の
声
が
あ
げ
ら
れ
る

な
か
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
が
４
項

目
の
安
全
対
策
等
を
１
月
２
３
日
に
県
側

に
報
告
を
し
た
。

国
労
は
、
１
月
３
１
日
に
、
平
成
２
９
年

ダ
イ
ヤ
改
正
の
専
門
協
議
会
を
行
い
、
基

本
的
事
項
と
各
職
場
か
ら
の
要
求
改
善
を

求
め
た
。
特
に
４
両
特
急
ワ
ン
マ
ン
に
つ

い
て
は
中
止
を
強
く
求
め
た
。

し
か
し
会
社
の
回
答
は
、
無
責
任
な
回
答

で
終
わ
り
。
国
労
と
し
て
、
「
利
用
者
の

安
全
と
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
」
「
職
場
と
雇

用
を
守
る
」
立
場
か
ら
、
２
月
３
日
会
社

の
趣
旨
説
明
に
つ
い
て
は
「
保
留
」
と
し

た
。今

後
も
４
両
特
急
ワ
ン
マ
ン
導
入
に
対
す

る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

後
く
る
で
あ
ろ
う
効
率
化
等
に
備
え
た
取

組
が
必
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
つ
目
は
、

４
両
特
急
ワ
ン
マ
ン
の
他
線
区
へ
の
拡
大

及
び
普
通
列
車
へ
の
波
及
。
二
つ
目
は
、

今
回
宮
崎
乗
務
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
、

列
車
運
用
持
ち
替
え
変
更
に
よ
る
要
員
削

減
（
大
分
乗
務
セ
ン
タ
ー
車
掌
が
ほ
と
ん

ど
の
特
急
を
乗
務
す
る
）
に
よ
る
職
場
の

廃
止
、
統
廃
合
の
推
進
。
三
つ
目
は
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
し
て
効
率
化
の
推

進
を
進
め
る
中
で
、
利
益
性
を
一
層
強
め

る
た
め
に
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
及

び
経
営
形
態
（
上
下
分
離
方
式
）
変
更
の

動
き
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、
国
労
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
か
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
両
特
急
ワ
ン
マ
ン
導
入
に
対
す
る
取

り
組
み
で
は
、
６
ケ
月
の
案
内
要
員
配
置

後
に
対
す
る
取
組
み
を
ど
う
す
す
め
る
か

６
ケ
月
間
は
車
掌
が
運
転
業
務
以
外
を

行
う
の
で
、
乗
車
券
販
売
等
の
サ
ー
ビ
ス

避
難
誘
導
等
の
安
全
問
題
も
現
行
と
変
わ

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
６
ケ
月

後
は
運
転
士
一
人
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
２
月
９
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害
者
自

立
応
援
セ
ン
タ
ー
が
「
ワ
ン
マ
ン
運
転
不

安
」
と
し
て
、
宮
崎
鉄
道
事
業
部
に
導
入

の
見
直
し
と
１
０
項
目
の
要
望
（
災
害
時

の
対
応
・
ス
ロ
ー
プ
設
置
・
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
改
善
等
）
を
申
し
入
れ
を
さ
れ
ま
し

た
。我

々
が
主
張
し
て
き
た
問
題
が
何
ら
解

決
さ
れ
て
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
が
重
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
回
の
協
定
の
集
約

に
お
い
て
、
九
州
本
部
と
地
区
本
部
と
綿

密
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
方
向
性
を
だ
し

そ
の
中
で
運
動
を
進
め
る
た
め
の
戦
術
（

問
題
整
理
し
具
体
的
要
求
作
成
と
交
渉
の

強
化
等
。
他
組
合
員
に
国
労
運
動
が
見
え

る
取
組
み
。
）
を
た
て
て
頂
く
こ
と
を
求

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
闘
い

を
今
か
ら
作
り
出
す
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
労
の
方
針

は
「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

に
お
け
る
対
象
範
囲
の
拡
大
な
ど
、
制
度

・
政
策
要
求
の
取
り
組
み
を
進
め
、
地
域

に
お
け
る
「
利
用
者
の
会
」
「
存
続
す
る

会
」
等
と
の
連
携
を
強
め
、
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
。
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
地
方
で
は
、
分
割
・
民
営
化
以

降
関
係
組
織
と
関
係
が
途
絶
え
る
か
組
織

が
消
滅
し
て
い
る
状
況
を
勘
案
し
、
九
州

本
部
・
本
部
の
指
導
（
分
会
で
は
少
数
で

自
治
体
等
に
直
接
で
き
な
い
。
各
県
平
和

セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
等
）
と
具
体
的
行

動
の
指
針
を
明
ら
か
に
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

雑
駁
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
区
本
部
と

し
て
は
、
皆
さ
ん
と
一
共
に
闘
い
続
け
る

こ
と
を
申
し
上
げ
発
言
と
し
ま
す
。

平
成
２
９
年
ダ
イ
ヤ
改
正
の
会
社
詳
細

説
明
等
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
保
留
中
で

す
。
問
題
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
急
に

地
区
本
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
国
労
文

化
５
０
３
号
に
国
労
７
０
周
年
記
念
講
演

宮
里
邦
夫
弁
護
士
「
国
労
の
権
利
闘
争
の

歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
か
」
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

国
労
の
歴
史
か
ら
学
び
、
現
状
の
中
で

今
我
々
が
何
を
す
べ
き
か
を
一
人
一
人
が

確
認
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。


